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地球地図第 2版整備の取組
Activities for the development of Global Map Version 2
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地球地図プロジェクトは世界各国の国家地図作成機関が協力して全球の基盤的地理空間情報である地球地図を整備す
るプロジェクトである。地球地図は、境界、水系、交通網、人口集中域、標高、土地利用、土地被覆、植生の 8項目から
なる解像度 1kmの統一仕様のデータである。2008年に全球陸域をカバーする地球地図第 1版が公開され、気候変動、災
害、生物多様性、教育など様々な分野で活用されている。
地球地図は地球環境の変化を継続的に把握するため、5年に 1度更新することとしている。現在、2012年完成を目標

に地球地図第 2版の整備を行っている。地球地図第 2版では、ISOに準拠したデータフォーマット（GML3.2.1）やメタ
データを採用するとともに、いくつかのデータ項目や属性を追加するなど、データの利活用促進のために仕様を改訂し
た。また、国土地理院は、地球地図国際運営委員会事務局として、データ整備マニュアルやメタデータエディタ、データ
チェックツールを作成するなど、データ整備を支援している。
当日は、地球地図プロジェクトの概要や第 2版整備の取組について報告する。
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